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10
月
29
日
に
検
修
職
場

の
全
面
外
注
化
施
策
で
あ
る

「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と

な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
ら
な

る
推
進
」
に
つ
い
て
の
提
案

が
行
わ
れ
た
直
近
の
会
議
と

い
う
こ
と
で
議
論
が
集
中
、

11
月
９
日
に
「
解
明
要
求
」

（
申
３
号
）
を
提
出
す
る
と

と
も
に
、
対
策
委
員
会
を
設

置
し
本
部
・
地
方
が
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
議
で
は
、

①　

秋
季
年
末
闘
争
（
年
末

手
当
、
制
度
改
善
要
求
の
取

り
組
み
）

②
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体

と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
ら

な
る
推
進
」
提
案
に
対
す
る

取
り
組
み　

③　

懸
案
事
項
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
（
検
証
委
員
会
要

求
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　

10
月
29
日
、
会
社
は
、
エ

ル
ダ
ー
社
員
の
技
術
力
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
仕
事
の

場
（
出
向
先
）
の
拡
大
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
総
合
力
を

発
揮
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

徹
底
し
た
効
率
的
な
事
業
運

営
、
な
ど
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
格
等
を
活

用
で
き
る
業
務
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
会
社
等
へ
の
委
託

を
拡
大
す
る
こ
と
を
「
基
本

的
な
考
え
方
」
に
「
グ
ル
ー

プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業

務
体
制
の
さ
ら
な
る
推
進
」

に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

具
体
的
な
委
託
業
務
は
以

下
の
と
お
り

○
車
両
セ
ン
タ
ー
、
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
等

　

現
行
、
委
託
可
能
な
業
務

と
、
在
来
線
車
両
に
関
わ
る

以
下
の
業
務
を
、
一
括
し
て

委
託
す
る
。

①　

仕
業
検
査
業
務

②　

機
動
班
業
務

③　

駅
派
出
業
務
（
首
都
圏

　

の
ホ
ー
ム
検
査
を
専
門
に

　

行
う
駅
派
出
を
除
く
。）

④　

信
号
業
務
（
直
接
、
本

　

線
運
行
に
関
わ
ら
な
い
車

　

両
セ
ン
タ
ー
等
の
構
内
に

　

限
る
。）　

⑤　

ホ
ー
ム
で
の
分
割
・
併

　

合
業
務　

⑥　

資
材
、
倉
庫
関
係
業
務

　
（
新
幹
線
車
両
に
関
わ
る

　

業
務
を
含
む
。）

○
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

　

現
行
、
委
託
し
て
い
る
業

務
に
加
え
、
以
下
の

業
務
を
一
括
し
て
委

託
す
る
。

①　

構
内
車
両
移
動

（
入
換
機
関
車
に
よ

る
入
換
、
ト
ラ
バ
ー

サ
に
よ
る
車
両
移
動

等
）

②　

在
来
線
車
の
パ
ン
タ
グ

　

ラ
フ
修
繕　

③　

空
気
圧
縮
機
修
繕　

④　

塗
装

　

な
お
、
こ
れ
ら
以
外
の
業

務
に
つ
い
て
も
従
来
ど
お

り
、
各
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

の
状
況
に
よ
り
委
託
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

「
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降

と
し
、
具
体
的
に
は
各
支
社

に
お
い
て
実
施
す
る
。」
と
、

し
て
い
ま
す
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
こ

の
提
案
を
う
け
内
容
に
つ

い
て
は
業
務
連
絡
報
（
第

９
４
３
号
）
に
て
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
11
月
５
日

の
各
地
方
本
部
・
地
区
本
部

業
務
部
長
・
職
協
議
長
会
議

に
て
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
議
論
を
し
、
11
月
９
日

に
第
１
次
の
解
明
要
求
を
提

出
、
今
後
対
策
委
員
会
な
ど

を
設
置
し
闘
い
を
進
め
る
意

思
統
一
を
し
ま
し
た
。

（
解
明
要
求
内
容
及
び
運
転

協
で
の
議
論
は
２
面
掲
載
）

関
す
る
問
題
と
対
策
、
環
境

ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
問
題
点
）

　

国
労
東
日
本
本
部
は
11
月
５
日
、
各
地
方
本
部
・
地
区
本
部
業
務
部
長
・
職
能

別
協
議
会
議
長
会
議
を
開
催
し
、
秋
季
年
末
闘
争
に
つ
い
て
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

検
修
職
場
の
全
面
外
注
化
提
案
を
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
多
く
の
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
、
国
労
東
日
本
本
部
は
、
解
明
要
求
と
し
て
申
３
号
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

の
当
面
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
意
思
統
一
し
ま
し
た
。
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「
①
JR
の
中
を
み
て
も
、
昨
年

秋
か
ら
社
員
・
関
連
労
働
者
の

死
傷
事
故
が
相
次
ぎ
発
生
し
非

常
事
態
宣
言
も
出
さ
れ
た
が
、

現
在
も
そ
の
状
況
は
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
会
社
側
の
合

理
化
に
よ
る
仕
事
丸
投
げ
外
注

化
施
策
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
欠
如
に
よ
る
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
今
職
場
で
話
題
と
な
っ
て
い

る
検
修
業
務
の
外
注
化
問
題
の

現
状
と
取
組
み
に
つ
い
て

（
イ
）
安
全
な
車
両
を
提
供
し

て
い
く
立
場
で
取
組
む
。

（
ロ
）
外
注
化
に
反
対
す
る
他

労
組
組
合
員
を
巻
き
込
み
要
求

の
多
数
派
と
な
る
。」
と
挨
拶
。

　

経
過
報
告
と
運
動
方
針（
案
）

を
一
括
し
て
提
案
し
た
の
ち
、

質
疑
応
答
に
移
り
ま
し
た
。

★
職
場
で
傷
害
事
故
が
発
生
し

た
が
、
そ
の
後
CS
会
議
が
頻
繁

に
行
わ
れ
た
。
分
会
が
要
求
し

た
対
策
も
行
わ
れ
た
。

★
新
幹
線
新
青
森
駅
開
業
の
時

期
が
迫
っ
て
き
て
い
る
が
、
職

場
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実

施
さ
れ
希
望
調
査
も
行
わ
れ
、

ま
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
要

員
配
置
で
職
場
で
は
不
安
の
声

が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
る
。

★
指
令
の
レ
ベ
ル
低
下
が
は
な

国会議員要請を取り組む前段の意思統一

１．検査業務である「仕業検査」が委託会社で施工され、JR 東日
　本を介さずに直接営業線に運用されることについて、企業として
　の社会的信用・信頼からすると大きな問題点を内包していると考
　えるが、会社としての見解を明らかにすること。
２．構内作業を含む車両検修職及び構内運転士の将来展望を明らか
　にすると共に、今後の要員需給について明らかにすること。
３．技術力の維持・継承は喫緊の課題と考えるが、将来にわたって
　の車両検修職社員の育成という観点からすると、重要な案件を含
　むと考えるが会社としての見解を明らかにすること。
４．既に一部支社においては、「車両検修職社員のライフサイクル
　の見直し」が提案され整理が図られているが、今事案の実施後は、
　どのようなライフサイクルとなるのか明らかにすること。
５．事案実施後の異常時を含めた指揮命令系統についての考え方を
　明らかにすること。
６．出向に際しては、本人希望を尊重することは勿論のこと、出向
　及び直轄の選択基準についての基本的な考え方について明らかに
　すること。
７．「鉄道事業の経営基盤をより強固のものとして必要である」と
　あるが、これまでの間にも重大な輸送混乱等が頻発し、監督官庁
　から「警告書」等が複数回にわたり発せられているが、車両故障
　に起因するものも少なくない。こうした現状は経営の根幹を揺る
　がしているものであり、看過することは出来ないと考えるが、現
　状の認識について明らかにすること。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
10
月
28
日
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
て
取
り

組
ま
れ
た
「
４
者
・
４
団
体
」
の
10
月
中
央
行
動
の
一
環
と
し
て
、
地
元
選
出
の
衆

議
院
議
員
に
対
す
る
要
請
行
動
を
展
開
し
た
。

　

参
加
者
の
意
思
統
一
で
挨
拶
し
た
佐
藤
副
委
員
長
は
「
い
よ
い
よ
新
政
権
下
で
の

臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
た
。
や
れ
る
こ
と
は
全
て
や
り
き
り
、
な
ん
と
し
て
も
こ
の

機
に
解
決
を
！
」
と
訴
え
た
。

　

東
日
本
運
転
協
議
会
は

２
０
０
９
年
10
月
16
日
、
交
通

ビ
ル
3F
会
議
室
に
お
い
て
、
第

21
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
は
後
藤
事
務
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
委
員
・
役
員
全

員
の
出
席
を
報
告
し
委
員
会
の

成
立
を
確
認
。
そ
の
後
、
座
長

に
東
京
・
林
委
員
を
選
出
し
、

進
行
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
運
転
協
議
会
を
代
表

し
て
挨
拶
し
た
木
立
議
長
は
、

は
だ
し
い
、
何
と
か
し
て
ほ
し

い
。

★
事
故
等
で
駅
間
で
停
車
し
た

と
き
、
乗
客
の
降
車
は
何
分
後

か
ら
行
う
の
か
、
判
断
を
示
し

て
ほ
し
い
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
は
判
断
し
に
く
い
。

★
検
修
業
務
の

外
注
化
問
題
で

は
、
職
場
で
う

わ
さ
が
先
行
し

て
い
る
。
他
労

組
組
合
員
の
中

に
は
諦
め
か
ら

会
社
へ
擦
り

寄
っ
て
い
る
姿

も
見
受
け
ら
れ

る
。

★
遠
距
離
通
勤

問
題
で
は
、
戻

る
順
番
を
見
れ

ば
ま
だ
差
別
さ

れ
て
い
る
。

★
水
戸
動
労
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

こ
の
間
３
回
あ
っ
た
。
代
替
要

員
と
し
て
少
人
数
の
国
労
に
き

て
い
る
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で

は
、
是
非
、
法
定
伝
染
病
扱
い

し
て
ほ
し
い
。

★
首
都
圏
で
は
運
転
士
の
「
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
深
度
化
」
で

２
回
発
令
が
あ
っ
た
。
発
令
者

の
傾
向
に
つ
い
て
検
証
し
て
い

る
。

　

な
ど
、多
数
の
活
発
な
意
見
・

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、役
員
改
選
に
移
り
、

新
潟
・
高
崎
選
出
の
副
議
長
が

交
代
し
た
以
外
、
そ
の
他
の
役

員
に
つ
い
て
の
再
任
を
全
体
の

拍
手
で
確
認
し
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

国会前での座り込み要請


